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雑

報九
州
大
学
法
政
学
会

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
）

ロ
ー
・
ア
ン
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
講
演
会

二
〇
一
七
年
三
月
二
八
日
（
火
）

「
売
主
瑕
疵
担
保
責
任
論
の
新
た
な
展
開
」

講
師

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
マ
ウ
ル
チ
ュ
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学

法
学
部
教
授
）

二
〇
一
七
年
六
月
一
六
日
（
金
）

「
国
際
金
融
と
財
政
法
秩
序
」

講
師

片
桐
直
人
（
大
阪
大
学
高
等
司
法
研
究
科
准
教
授
）

二
〇
一
七
年
六
月
一
九
日
（
月
）

「
議
員
立
法
や
憲
法
改
正
論
議
を
支
え
る
立
法
補
佐
機
構
｜
｜
衆
議

院
法
制
局
・
事
務
局
の
役
割
」

講
師

笠
松
珠
美
（
衆
議
院
憲
法
審
査
会
事
務
局
主
査
）

二
〇
一
七
年
六
月
二
六
日
（
月
）

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
ト
リ
ー
ト
ウ
ェ
ア
と
ス
ニ
ー
カ
ー
文
化
」

講
師

川
村
由
仁
夜
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
科

大
学
教
授
、
明
治
大
学
商
学
部
客
員
教
授
）

二
〇
一
七
年
一
二
月
六
日
（
水
）

「
死
刑
事
件
の
弁
護
〜
宮
崎
家
族
三
人
殺
害
事
件
の
経
験
か
ら
」

講
師

黒
原
智
宏
（
福
岡
県
弁
護
士
会
）

二
〇
一
七
年
一
二
月
四
日
（
月
）

「
鼎
談

中
国
法
務
の
最
前
線
」

講
師

萩
野
敦
司
（
瓜
生
・
糸
賀
法
律
事
務
所

弁
護
士
）
、

谷
山
久
也
（
豊
田
汽
車
（
中
国
）
投
資
有
限
公
司
法
務
知

財
部
）

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
六
日
（
土
）

「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治
学
（
史
）
の
系
譜
〜
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は

可
能
か

」

講
師

吉
田

徹
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）

共
催

九
州
大
学
政
治
研
究
会

二
〇
一
七
年
一
二
月
二
二
日
（
金
）

「
人
権
保
障
の
国
際
化
と
司
法
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

講
師

山
元

一
（
慶
応
義
塾
大
学
法
科
大
学
院
教
授
）

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
）

Ｌ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

法
学
部
一
年
生
向
法
律
入
門
セ
ミ
ナ
ー

講
師

木
村
真
琴

（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）
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安
武
雄
一
郎

（
弁
護
士
）

岩
田
淳
之

（
福
岡
地
方
裁
判
所
裁
判
官
）

八
木
大
和

（
弁
護
士
）

塩
村
広
子

（
福
岡
地
方
検
察
庁
検
察
官
）

講
演
会

二
〇
一
七
年
六
月
二
七
日
（
火
）

「S
ty
listica

lly
-d
efin

ed Ja
p
a
n
ese S

u
b
cu
ltu
res

」

講
師

川
村
由
仁
夜
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
科

大
学
教
授
、
明
治
大
学
商
学
部
客
員
教
授
）

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日
（
金
）

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（S

D
G
s

）
の
中
の
社
会
開
発
目
標
」

講
師

吾
郷
眞
一
（
立
命
館
大
学
法
学
部
教
授
、
九
州
大
学
名
誉

教
授
）ロ

ー
マ
法
研
究
会

二
〇
一
七
年
一
月
一
二
日
（
木
）

「S
ca
ev
.D
.33,

1,
13

条
件
成
就
擬
制
参
照
法
文
の
意
義
」

報
告
者

西
村
重
雄
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

二
〇
一
七
年
一
月
一
九
日
（
木
）

D
.
2,
14,

52 p
r.
1 U

lp
.
1 o

p
in
.

報
告
者

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
二
月
二
日
（
木
）

D
.
2,
14,

52,
2
3 U

lp
.
1 o

p
in
.

報
告
者

菅
尾
暁
（
九
州
国
際
大
学
）

二
〇
一
七
年
四
月
二
〇
日
（
木
）

講
演
「
テ
ク
ス
ト
と
コ
ン
テ
ク
ス
ト：

日
常
生
活
の
法
碑
文
」

演
者

マ
リ
ア
・
テ
レ
ー
ザ
・
ヒ
メ
ネ
ス
‖
カ
ン
デ
ー
ラ
（
バ

ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
学
教
授
）

二
〇
一
七
年
五
月
一
一
日
（
木
）

D
.
2,
14,

53 U
lp
.
4 o

p
in
.

報
告
者

梁
田
史
郎
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
五
月
二
五
日
（
木
）

D
.
2,
14,

54 S
ca
ev
.
n
o
t.a
d Iu

l.
22 d

ig
.

報
告
者

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
六
月
八
日
（
木
）

D
.
2,
14,

55 Iu
l.
35 d

ig
.

報
告
者

菅
尾
暁
（
九
州
国
際
大
学
）

二
〇
一
七
年
六
月
二
二
日
（
木
）

D
.
2,
14,

56 Iu
l.
6 a

d M
in
ic.
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報
告
者

梁
田
史
郎
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
七
月
二
〇
日
（
木
）

D
.
2,
14,

57 F
lo
r.
8 in

st.
報
告
者

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
一
〇
月
五
日
（
木
）

D
.
2,
14,

58 N
er.

3 m
em
b
r.

報
告
者

菅
尾
暁
（
九
州
国
際
大
学
）

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
六
日
（
木
）

D
.
2,
14,

59 P
a
u
l.
3 reg

.

報
告
者

梁
田
史
郎
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
一
一
月
九
日
（
木
）

D
.
2,
14,

60 P
a
p
ir.
8 C

o
n
st.

報
告
者

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
一
一
月
一
六
日
（
木
）

D
.
2,
14,

61 P
o
m
p
.
9 a

d S
a
b
.

報
告
者

菅
尾
暁
（
九
州
国
際
大
学
）

二
〇
一
七
年
一
二
月
七
日
（
木
）

D
.
2,
14,

62 F
u
riu
s 1 a

d ed
.

報
告
者

梁
田
史
郎
（
九
州
大
学
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
会

二
〇
一
七
年
一
月
二
八
日
（
土
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
三
三
節

報
告
者

赤
松
秀
岳
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
二
月
一
八
日
（
土
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
三
四
節
前
半

報
告
者

上
村
一
則
（
久
留
米
大
学
）

二
〇
一
七
年
四
月
二
二
日
（
土
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
三
四
節
後
半

報
告
者

遠
藤
歩
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
五
月
二
七
日
（
土
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
三
五
節

報
告
者

野
田
龍
一
（
福
岡
大
学
）
・
三
宮
希
（
福
岡
大
学
）

二
〇
一
七
年
六
月
一
七
日
（
土
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
三
六
節

報
告
者

大
久
保
憲
章
（
広
島
修
道
大
学
）

二
〇
一
七
年
九
月
一
六
日
（
土
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
三
七
節

報
告
者

梁
田
史
郎
（
九
州
大
学
）
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二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
八
日
（
土
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
三
八
節

報
告
者

菅
尾
暁
（
九
州
国
際
大
学
）

二
〇
一
七
年
一
一
月
二
五
日
（
土
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
三
九
節

報
告
者

田
中
教
雄
（
九
州
大
学
）

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
六
日
（
土
）

サ
ヴ
ィ
ニ
ー
『
現
代
ロ
ー
マ
法
体
系
』
第
五
巻
第
二
四
〇
節

報
告
者

五
十
君
麻
里
子
（
九
州
大
学
）

九
州
公
法
判
例
研
究
会

二
〇
一
六
年
度
冬
期
（
二
〇
一
七
年
一
月
二
一
日
）

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
自
然
災
害
防
止
の
た
め
の
公
用
収
用
制

度
」

福
重

さ
と
子
（
北
九
州
市
立
大
学
法
学
部
准
教
授
）

「
現
代
ド
イ
ツ
公
法
学
の
文
献
学
的
・
社
会
史
的
検
討

｜
｜
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
イ
エ
ッ
シ
ュ
「
再
読
」
を
め
ぐ
っ
て
」

高
田

篤
（
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
）

二
〇
一
七
年
度
春
期
（
二
〇
一
七
年
四
月
二
二
日
）

「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
お
け
る
「
民
主
的
正
統

化
」
論田

代

滉
貴
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
課
程
）

「
暴
力
団
員
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
｜
｜
西
宮
市
公
営
住
宅
事
件

（
最
判
平
成
二
七
年
三
月
二
七
日
民
集
九
六
巻
二
号
四
一
九
頁
）

を
契
機
に
」

守
谷

賢
輔
（
福
岡
大
学
法
学
部
准
教
授
）

二
〇
一
七
年
度
夏
期
（
二
〇
一
七
年
七
月
一
五
日
）

「
熊
本
地
震
に
お
け
る
避
難
所
と
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
｜
｜
帯

山
西
小
学
校
と
熊
本
刑
務
所
の
比
較
を
通
し
て
」

岡
田

行
雄
（
熊
本
大
学
法
学
部
教
授
）

「
大
規
模
災
害
と
復
興
支
援
策
」

大
脇

成
昭
（
熊
本
大
学
法
学
部
准
教
授
）

二
〇
一
七
年
度
秋
期
（
一
）

二
〇
一
七
年
九
月
九
日
）

「
放
送
の
自
由
｜
｜
番
組
編
集
準
則
の
再
評
価
」

西
土

彰
一

（
成
城
大
学
法
学
部
教
授
）

「
表
現
、
情
報
と
統
治
｜
｜
嫌
悪
感
、
萎
縮
と
侵
害
の
間
」

大
日
方

信
春
（
熊
本
大
学
法
学
部
教
授
）

「
放
送
事
業
と
行
政
｜
｜
法
治
主
義
の
一
断
面
」

井
上

禎
男
（
琉
球
大
学
法
科
大
学
院
教
授
）

二
〇
一
七
年
度
秋
期
（
二
）

二
〇
一
七
年
一
二
月
二
日
）

「
自
治
体
の
「
内
部
統
制
」
に
つ
い
て
｜
｜
近
年
の
地
方
自
治
法

雑 報
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改
正
を
素
材
と
し
て
」

原
島

良
成
（
熊
本
大
学
法
科
大
学
院
准
教
授
）

「
立
法
裁
量
の
『
判
断
過
程
統
制
』
論
の
再
構
成
」

山
本

真
敬
（
下
関
市
立
大
学
経
済
学
部
講
師
）

社

会

法

研

究

会

第
四
五
一
回

二
〇
一
七
年
一
月
七
日
（
土
）

九
州
大
学

「
年
齢
に
よ
る
区
別
と
社
会
保
障
〜
〜
遺
族
補
償
年
金
受
給
の
年

齢
要
件
を
中
心
に
〜
〜
」

阿
部
和
光
（
久
留
米
大
学
）

「
中
労
委
命
令
研
究

廣
川
書
店
事
件
・
中
労
委
命
令
平
二
八
・

三
・
二
｜
組
合
員
の
定
年
後
再
雇
用
に
関
す
る
団
交
拒
否
と
不
利

益
取
扱
い
・
支
配
介
入
」

山
下
昇
（
九
州
大
学
）

第
四
五
二
回

二
〇
一
七
年
二
月
四
日
（
土
）

九
州
大
学

「
フ
ラ
ン
ス
『
労
働
改
革
法
』
の
成
立
と
そ
の
意
義
｜
労
働
法
の

「
再
構
築
」
始
ま
る
｜
」

野
田
進
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）、
阿
部
理
香
（
九
州
大
学

大
学
院
）、
渋
田
美
羽
（
九
州
大
学
大
学
院
）

第
四
五
三
回

二
〇
一
七
年
三
月
四
日
（
土
）

九
州
大
学

「
台
湾
の
新
集
団
的
労
働
法
に
お
け
る
『
複
数
組
合
主
義
』
の
法

的
争
点
」

張
智
程
（
京
都
大
学
）

「
台
湾
に
お
け
る
居
宅
介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
保
護
｜
家
事
使

用
人
へ
の
労
働
法
の
適
用
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
の
検
討
を
と

お
し
て
」

根
岸
忠
（
高
知
県
立
大
学
）

第
四
五
四
回

二
〇
一
七
年
四
月
八
日
（
土
）

九
州
大
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
現
代
の
生
活
保
護
の
法
的
検
討
」

「
報
告
趣
旨
の
説
明
」

尾
藤
廣
喜
（
京
都
弁
護
士
会
）

「
生
活
保
護
法
改
正
と
申
請
権
保
障
」

小
久
保
哲
郎
（
大
阪
弁
護
士
会
）

「
外
国
人
の
生
活
保
護
受
給
権
」

奥
貫
妃
文
（
相
模
女
子
大
学
）

「
生
活
保
護
基
準
と
行
政
裁
量
」

豊
島
明
子
（
南
山
大
学
）

「
稼
動
能
力
活
用
規
定
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
」

吉
永
純
（
花
園
大
学
）
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第
四
五
五
回

二
〇
一
七
年
五
月
十
三
日
（
土
）

九
州
大
学

「
労
働
法
に
お
け
る
集
団
的
規
範
の
段
階
性
の
原
型
｜
労
働
協
約

の
労
働
条
件
設
定
規
範
と
し
て
の
歴
史
の
一
側
面
」

新
屋
敷
恵
美
子
（
九
州
大
学
）

「
男
女
の
雇
用
平
等
と
リ
リ
ー
・
レ
ッ
ド
ベ
タ
ー
の
闘
い
」

中
窪
裕
也
（
一
橋
大
学
）

「
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
人
の
自
由
移
動
と
社
会
給
付
の
受
給
」

松
本
勝
明
（
熊
本
学
園
大
学
）

第
四
五
六
回

二
〇
一
七
年
六
月
三
日
（
土
）

九
州
大
学

「
フ
ラ
ン
ス
一
九
五
〇
年
労
使
関
係
法
の
展
開
過
程
｜
二
元
的
代

表
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
そ
の
後
の
変
容
｜
」

野
田
進
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

「
中
国
に
お
け
る
有
期
労
働
契
約
の
無
期
転
換
制
度
｜
労
働
契
約

法
改
正
の
動
き
を
踏
ま
え
て
」

敏
（
久
留
米
大
学
）

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
三
三
条
一
項
の
私
法
上
の
効
果
」

山
下
慎
一
（
福
岡
大
学
）

第
四
五
七
回

二
〇
一
七
年
七
月
一
日
（
土
）

九
州
大
学

「
障
害
者
の
就
労
支
援
と
所
得
保
障
」

廣
田
久
美
子
（
宮
崎
産
業
経
営
大
学
）

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
時
間
短
縮
請
求
権
と
労
働
契
約
の
変

更
」

岡
本
舞
子
（
九
州
大
学
大
学
院
）

二
〇
一
七
年
社
会
法
研
究
会
夏
季
合
宿

二
〇
一
七
年
八
月
二
十
九

日
（
火
）、
三
十
日
（
水
）

西
南
学
院
大
学

「
雇
用
社
会
の
変
容
と
労
働
契
約
終
了
の
法
理
｜
｜
三
つ
の
視

角
」

野
田
進
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

「
雇
用
終
了
の
ル
ー
ル
の
明
確
化
と
そ
の
紛
争
解
決
制
度
の
課

題
」

山
下
昇
（
九
州
大
学
）

「
労
働
者
の
適
性
評
価
と
雇
用
終
了
法
理
｜
｜
Ａ
Ｉ
時
代
の
幕
開

け
に
際
し
て
」

敏
（
久
留
米
大
学
）

「
雇
用
終
了
に
お
け
る
人
選
基
準
法
理
」

柳
澤
武
（
名
城
大
学
）

「
雇
用
終
了
過
程
に
お
け
る
説
明
・
協
議
義
務
」

所
浩
代
（
福
岡
大
学
）

「
労
働
契
約
終
了
と
合
意
」

川
口
美
貴
（
関
西
大
学
）

第
四
五
八
回

二
〇
一
七
年
九
月
三
十
日
（
土
）

九
州
大
学

「
社
会
保
障
法
と
労
働
法
の
関
係
性
・
再
考
｜
そ
の
論
点
整
理
｜
」
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良
永
彌
太
郎
（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）

「
フ
ラ
ン
ス
『
雇
用
保
持
発
展
協
定
』
の
イ
ン
パ
ク
ト
｜
協
約
と

労
働
契
約
の
新
た
な
関
係
｜
」

野
田
進
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

「
中
国
に
お
け
る
労
働
契
約
の
書
面
化
と
そ
の
実
効
性
確
保
の
手

段
」

山
下
昇
（
九
州
大
学
）

第
四
五
九
回

二
〇
一
七
年
十
一
月
三
日
（
金
）

九
州
大
学

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
市
場
に
対
応
し
た
失
業
給
付
の
調
整
」

松
本
勝
明
（
熊
本
学
園
大
学
）

「
公
務
員
の
法
的
地
位
に
関
す
る
日
独
比
較
法
研
究
」

早
津
裕
貴
（
名
古
屋
大
学
）

第
四
六
〇
回

二
〇
一
七
年
十
二
月
二
日
（
土
）

熊
本
学
園
大
学

「
割
増
賃
金
を
年
俸
に
含
め
る
合
意
と
労
基
法
三
七
条
」

岡
本
舞
子
（
九
州
大
学
大
学
院
）

「
御
礼
奉
公
、
あ
る
い
は
事
業
主
が
す
る
若
年
者
へ
の
修
学
就
業

支
援
の
法
的
課
題
｜
紛
争
解
決
の
実
態
を
考
え
つ
つ
｜
」

馬
場
民
生
（
弁
護
士
）、
紺
屋
博
昭
（
熊
本
大
学
）

「
ド
イ
ツ
の
人
事
評
価
」

藤
内
和
公
（
岡
山
大
学
名
誉
教
授
）

九
州
大
学
産
業
法
研
究
会

第
六
七
二
回
例
会

平
成
二
九
年
四
月
一
五
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
判
平
成
二
七
年
一
〇
月
二
八
日
判
時
二
三
一
三
号
一
〇
九

頁「
株
主
総
会
の
招
集
に
際
し
、
株
主
へ
の
監
査
報
告
の
提
供
が
な

か
っ
た
と
し
て
、
株
主
総
会
決
議
の
取
消
し
が
認
め
ら
れ
た
事

例
」

報
告
者

横
尾

亘
（
西
南
学
院
大
学
）

（
判
例
研
究
）

大
阪
地
判
平
成
二
七
年
一
〇
月
二
三
日
判
時
二
三
〇
三
号
一
〇
一

頁「
自
動
車
保
険
契
約
に
お
け
る
酒
気
帯
び
運
転
免
責
条
項
の
解

釈
」

報
告
者

遠
山

聡
（
熊
本
大
学
）

第
六
七
三
回
例
会

平
成
二
九
年
五
月
二
〇
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

仙
台
地
決
平
成
二
六
年
三
月
二
六
日
金
判
一
四
四
一
号
五
七
頁

「
支
配
権
の
異
動
を
生
じ
さ
せ
る
新
株
発
行
の
不
公
正
発
行
該
当
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性
」

報
告
者

張

笑
男
（
長
崎
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
Ｅ
Ｕ
航
空
旅
客
の
権
利
規
則
五
条
三
項
所
定
の
『
特
別
の
事

情
』
に
基
づ
く
航
空
運
送
人
の
免
責
の
可
否
｜
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
ド
イ

ツ
の
判
例
・
裁
判
例
を
素
材
と
し
て
｜
」

報
告
者

久
保

寛
展
（
福
岡
大
学
）

第
六
七
四
回
例
会

※
平
成
二
九
年
六
月
二
四
日
（
土
）
・
二
五

日
（
日
）
の
九
州
法
学
会
に
振
替
え

報
告
者

前
越

俊
之
（
福
岡
大
学
）

報
告
者

藤
田

真
樹
（
新
潟
経
営
大
学
）

第
六
七
五
回
例
会

平
成
二
九
年
七
月
一
五
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

大
阪
高
判
平
成
二
七
年
一
〇
月
二
九
日
金
判
一
四
八
一
号
二
八
頁

（
原
審

神
戸
地
判
平
成
二
六
年
一
〇
月
一
六
日
金
判
一
四
五
六
号

一
五
頁
）

「
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に
お
け
る
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
」

報
告
者

荒

達
也
（
九
州
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
判
平
成
二
九
年
一
月
一
九
日
金
判
一
五
一
二
号
四
二
頁

「
代
表
取
締
役
の
利
益
相
反
行
為
を
理
由
と
す
る
会
社
の
損
害
賠

償
責
任
」

報
告
者

高
木

康
衣
（
熊
本
大
学
）

第
六
七
六
回
例
会

平
成
二
九
年
九
月
一
六
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

最
判
平
成
二
八
年
三
月
四
日
金
判
一
四
八
九
号
一
八
頁

「
自
動
車
降
車
時
の
受
傷
と
搭
乗
者
傷
害
特
約
に
お
け
る
運
行
起

因
性
」報

告
者

嘉
村

雄
司
（
島
根
大
学
）

（
研
究
報
告
）

大
阪
高
判
平
成
二
八
年
二
月
二
五
日
金
判
一
四
九
〇
号
三
四
頁

「
株
主
総
会
目
的
事
項
の
柔
軟
性
に
関
す
る
若
干
の
検
討
」

報
告
者

田
中

慎
一
（
西
南
学
院
大
学
）

第
六
七
七
回
例
会

平
成
二
九
年
一
〇
月
二
一
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
国
際
商
事
紛
争
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
｜
｜
日
中
台
の
法
規
定

と
法
実
務
｜
｜
」

報
告
者

李

黎
明
（
福
岡
大
学
）

（
判
例
研
究
）

最
判
平
成
二
九
年
二
月
二
一
日
金
判
一
五
一
四
号
八
頁

「
取
締
役
会
設
置
会
社
で
あ
る
非
公
開
会
社
に
お
け
る
、
取
締
役

会
の
決
議
に
よ
る
ほ
か
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
も
代
表
取
締
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役
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
款
の
定
め
の
効
力
」

報
告
者

横
尾

亘
（
西
南
学
院
大
学
）

第
六
七
八
回
例
会

平
成
二
九
年
一
一
月
一
八
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
改
正
法
案
に
つ
い
て
」

報
告
者

佐
野

誠
（
福
岡
大
学
）

（
判
例
研
究
）

松
山
地
裁
西
条
支
判
平
成
二
八
年
一
一
月
一
日
消
費
者
法
ニ
ュ
ー

ス
一
一
〇
号
二
六
〇
頁

「
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
の
予
定
の
有
無
に
係
る
事
実
が
消
費
者
契
約

法
四
条
四
項
一
号
に
定
め
る
重
要
事
項
に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
事

例
」

報
告
者

泉

日
出
男
（
愛
媛
大
学
）

第
六
七
九
回
例
会

平
成
二
九
年
一
二
月
一
六
日
（
土
）

（
判
例
研
究
）

東
京
高
判
平
成
二
八
年
三
月
二
八
日
金
判
一
四
九
一
号
一
六
頁

「
会
計
帳
簿
・
資
料
閲
覧
請
求
に
お
け
る
請
求
理
由
の
具
体
性
と

閲
覧
範
囲
の
限
定
」

報
告
者

久
保
田

光
昭
（
琉
球
大
学
）

（
判
例
研
究
）

東
京
地
判
平
成
二
七
年
七
月
一
三
日
金
判
一
四
八
〇
号
五
一
頁

「『
作
っ
て
い
な
い
か
ら
見
せ
ら
れ
ま
せ
ん
』
の
正
当
性
を
問
う

｜
計
算
書
類
等
の
作
成
義
務
懈
怠
と
株
主
の
閲
覧
等
請
求
」

報
告
者

千
手

崇
史
（
福
岡
工
業
大
学
）

第
六
八
〇
回
例
会

平
成
三
〇
年
一
月
二
〇
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

「
詐
害
的
会
社
分
割
と
債
権
法
改
正
」

報
告
者

牧

真
理
子
（
大
分
大
学
）

（
研
究
報
告
）

「
取
締
役
の
監
視
義
務
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」

報
告
者

板
垣

太
郎
（
長
崎
県
立
大
学
）

民

事

法

研

究

会

第
二
七
四
回

二
〇
一
七
年
一
月
二
一
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

報
告
者

高
橋

眞
（
大
阪
市
立
大
学
法
学
研
究
科
教
授
）

「
民
法
の
抽
象
性
に
つ
い
て
｜
基
本
概
念
・
規
範
概
念
・
説
明
概

念
｜
」

第
二
七
五
回

二
〇
一
七
年
三
月
十
一
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

第
一
報
告
者

小
川
富
之
（
福
岡
大
学
法
科
大
学
院
教
授
）
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「
離
別
時
・
離
婚
後
の
子
の
最
善
の
利
益
に
つ
い
て
｜
一
〇
〇
日

面
会
交
流
事
件
（
千
葉
家
庭
裁
判
所
松
戸
支
部
判
決
・
東
京
高
等

裁
判
所
判
決
）
を
題
材
に
し
て
」

第
二
報
告
者

鬼
頭
祐
紀
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士

後
期
課
程
）

「『
相
殺
の
担
保
的
機
能
』
に
関
す
る
韓
国
法
」

第
二
七
六
回

二
〇
一
七
年
十
一
月
十
八
日
（
土
）

（
研
究
報
告
）

報
告
者

鬼
頭
祐
紀
（
岡
山
商
科
大
学
法
学
部
法
学
科
助

教
）

「『
相
殺
の
担
保
的
機
能
』
に
関
す
る
韓
国
法
の
検
討
」

民
事
手
続
研
究
会

平
成
二
九
年
一
月
二
一
日
（
土
）

時
効
中
断
の
客
観
的
範
囲

浅
野

雄
太
（
九
州
大
学
）

訴
訟
信
託
禁
止
規
定
と
隣
接
諸
制
度

堀
野

出
（
九
州
大
学
）

平
成
二
九
年
三
月
一
八
日
（
土
）

既
判
力
と
そ
の
補
完
法
理
に
関
す
る
一
考
察

川
嶋

隆
憲
（
熊
本
大
学
）

法
人
で
な
い
社
団
の
当
事
者
適
格
に
お
け
る
固
有
適
格
構
成
の
理

論
的
基
礎

松
原

弘
信
（
熊
本
大
学
）

平
成
二
九
年
六
月
一
〇
日
（
土
）

民
事
訴
訟
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
目
的
論
に
つ
い
て

上
田

竹
志
（
九
州
大
学
）

固
有
必
要
的
共
同
訴
訟
に
お
け
る
訴
え
の
一
部
取
下
げ
と
脱
退

鶴
田

滋
（
大
阪
市
立
大
学
）

平
成
二
九
年
七
月
一
五
日
（
土
）

法
人
破
産
手
続
に
お
け
る
破
産
財
団
か
ら
の
放
棄

黒
木

和
彰
（
弁
護
士
）

民
事
訴
訟
に
お
け
る
争
点
整
理
手
続
の
充
実
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て

石
本

恵
（
弁
護
士
）

平
成
二
九
年
一
一
月
二
二
日
（
水
）

破
産
法
三
四
条
二
項
・
三
項
二
号
但
書
と
固
定
主
義

｜
｜
各
種

保
険
料
の
破
産
財
団
帰
属
性
を
素
材
と
し
て
｜
｜

浅
野

雄
太
（
九
州
大
学
）
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福
岡
民
事
訴
訟
判
例
研
究
会

【
判
例
研
究
】

平
成
二
九
年
一
月
二
〇
日
（
金
）

間
接
占
有
者
に
対
す
る
建
物
退
去
土
地
明
渡
請
求
権
を
表
示
し
た

債
務
名
義
に
つ
い
て
間
接
強
制
決
定
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

さ
れ
た
事
例
（
最
二
小
判
平
成
二
七
年
六
月
三
日
金
判
一
四
七
一

号
二
〇
頁
）

池
田

愛
（
熊
本
大
学
）

平
成
二
九
年
二
月
二
四
日
（
金
）

あ
る
議
案
を
否
決
す
る
株
主
総
会
等
の
決
議
の
取
消
し
を
請
求
す

る
訴
え
の
適
否
（
最
二
小
判
平
成
二
八
年
三
月
四
日

民
集
七
〇

巻
三
号
八
二
七
頁
）

大
塚

真
史
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
九
年
五
月
二
六
日
（
金
）

弁
護
士
法
二
三
条
の
二
第
二
項
に
基
づ
く
照
会
に
対
す
る
報
告
を

拒
絶
す
る
行
為
と
同
照
会
を
し
た
弁
護
士
会
に
対
す
る
不
法
行
為

の
成
否
（
最
三
小
判
平
成
二
八
年
一
〇
月
一
八
日
民
集
七
〇
巻
七

号
一
七
二
五
頁
）

濵
﨑

録
（
西
南
学
院
大
学
）

平
成
二
九
年
六
月
一
六
日
（
金
）

裁
判
官
の
釈
明
権
の
行
使
の
限
界
に
つ
い
て
（
神
戸
地
判
平
二
八

年
二
月
二
三
日
判
時
二
三
一
七
号
一
一
一
頁
）

木
村

真
琴
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
九
年
七
月
一
四
日
（
金
）

外
国
国
家
が
発
行
し
た
円
建
て
債
券
に
係
る
償
還
等
請
求
訴
訟
に

つ
き
、
当
該
債
券
の
管
理
会
社
が
任
意
的
訴
訟
担
当
の
要
件
を
満

た
す
も
の
と
し
て
原
告
適
格
を
有
す
る
と
さ
れ
た
事
例
（
最
一
小

判
平
成
二
八
年
六
月
二
日
民
集
七
〇
巻
五
号
一
一
五
七
頁
）

園
田

賢
治
（
同
志
社
大
学
）

平
成
二
九
年
九
月
一
五
日
（
金
）

弁
護
士
法
七
二
条
に
違
反
し
て
認
定
司
法
書
士
が
締
結
し
た
和
解

契
約
の
効
力
（
最
一
小
判
平
成
二
九
年
七
月
二
四
日

民
集
七
一

巻
六
号
九
六
九
頁
）

横
山

寛
（
福
岡
地
裁
）

平
成
二
九
年
一
〇
月
二
〇
日
（
金
）

暴
言
と
対
物
暴
力
を
主
と
す
る
Ｄ
Ｖ
高
葛
藤
事
案
で
、
監
護
親
が

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
通
院
を
要
し
子
ら
が
心
因
反
応
を
発
症
し
て
い
る
場

合
に
、
面
会
交
流
へ
の
協
力
で
監
護
親
の
負
担
を
増
大
さ
せ
る
こ

と
が
子
ら
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
考
慮
し
て
、
直
接
交
流
を

認
め
ず
、
限
定
的
な
間
接
交
流
に
止
め
た
事
例
（
東
京
高
決
平
成
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二
七
年
六
月
一
二
日
判
時
二
二
六
六
号
五
四
頁
）

安
井

英
俊
（
福
岡
大
学
）

【
合
同
判
例
研
究
会
】

平
成
二
九
年
一
二
月
一
日
（
金
）

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
当
事
者
適
格
に
関
す
る
最
近
の
最
高
裁

判
例
の
検
討
（
最
三
小
判
平
成
二
三
年
二
月
一
五
日
判
時
二
一
一

〇
号
四
〇
頁
、
最
二
小
判
平
成
二
七
年
九
月
一
八
日
民
集
六
九
巻

六
号
一
七
一
一
頁
）

堀
野

出
（
九
州
大
学
）

九
州
国
際
私
法
研
究
会

第
四
四
回
九
州
国
際
私
法
研
究
会
（
二
〇
一
七
年
一
月
二
〇
日
）

「
特
許
に
関
す
る
国
際
的
国
内
的
法
的
枠
組
み
に
関
す
る
若
干
の

問
題
提
起
｜
｜
日
本
の
二
、
三
の
裁
判
例
を
も
と
に
し
て
」

報
告
者

原
田
央
（
東
京
大
学
准
教
授
）

「
Ｉ
Ｌ
Ａ
知
財
と
国
際
私
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
一
草
案
に
関
す
る

意
見
聴
取
」

報
告
者

河
野
俊
行
（
九
州
大
学
教
授
）

政

治

研

究

会

二
〇
一
七
年
四
月
一
五
日
（
土
）

『
政
治
研
究
』
第
六
四
号
合
評
会
・
総
会

二
〇
一
七
年
五
月
二
〇
日
（
土
）

「
地
域
、
国
、
世
界
に
対
す
る
責
任
や
義
務
を
い
か
に
教
え
る
べ

き
か
｜
主
権
者
教
育
に
お
け
る
保
守
主
義
的
側
面
へ
の
着
目
」

報
告
者

施
光
恒
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究

院
准
教
授
）

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か

｜
｜
ル
ー
ヴ
ェ
ン
遊
学
を
振
り

返
っ
て
」

報
告
者

岡
﨑
晴
輝
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教

授
・
放
送
大
学
客
員
教
授
）

二
〇
一
七
年
七
月
一
五
日
（
土
）

「
多
様
性
の
理
解
に
向
け
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
｜
ま
ち
づ

く
り
学
習
の
視
点
か
ら
」

報
告
者

德
永
翔
太
（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科

学
府
博
士
後
期
課
程
）

「
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
カ
ン
ト
リ
ー
」
論
｜
自
由
を
維
持
す
る
政
治
的

主
体
」

雑 報
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報
告
者

鎌
田
厚
志
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
協
力

研
究
員
）

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
一
日
（
土
）

「
安
保
改
定
期
に
お
け
る
政
府
の
集
団
的
自
衛
権
見
解
の
形
成
過

程
」

報
告
者

浜
砂
孝
弘
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
修
士
課

程
）

「
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
イ
シ
ョ
ン
と
政
治
哲
学
｜
レ
オ
・
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
の
政
治
哲
学
に
お
け
る
教
育
の
位
置
」

報
告
者

松
尾
哲
也
（
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
部
専
任

講
師
）

二
〇
一
七
年
一
一
月
一
八
日
（
土
）

「
第
二
次
安
倍
政
権
以
降
に
お
け
る
労
働
政
治
分
析
」

報
告
者

小
幡
あ
ゆ
み
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
修
士
課

程
）

「
不
審
者
・
敵
対
性
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

報
告
者

山
本
圭
（
立
命
館
大
学
法
学
部
准
教
授
）

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
六
日
（
土
）

「
吉
野
作
造
の
選
挙
制
度
論
の
再
検
討
」

報
告
者

童
沸
宇
（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学

府
修
士
課
程
）

「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治
学
（
史
）
の
系
譜
｜
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ

は
可
能
か

」

報
告
者

吉
田
徹
（
北
海
道
大
学
法
学
研
究
科
教
授
・
フ
ラ

ン
ス
国
立
社
会
科
学
高
等
研
究
院
リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ

ト
・
シ
ノ
ド
ス
国
際
社
会
動
向
研
究
所
理
事
）
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